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１０
月
１５
日
、
学
生
部
が
主

催
す
る
「
秋
期
学
生
部
ツ
ア

ー
」
が
開
催
さ
れ
た
。
同
ツ

ア
ー
は
、
北
海
道
の
四
季
を

体
感
し
て
も
ら
お
う
と
年
に

３
回
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
今
回
は
学
生
２５
人
が
参

加
し
、
北
海
道
西
部
の
余
市

町
、
小
樽
市
を
訪
問
。
果
物

狩
り
な
ど
を
楽
し
ん
だ
ほ

か
、
小
樽
水
族
館
を
見
学
し

た
。初

め
に
道
内
有
数
の
果
物

の
産
地
で
あ
る
余
市
町
へ
。

「
山
本
観
光
果
樹
園
」
で
リ

ン
ゴ
や
ブ
ド
ウ
を
収
穫
す
る

果
物
狩
り
を
体
験
し
た
。
学

生
た
ち
は
も
ぎ
た
て
の
果
実

を
試
食
し
な
が
ら
、
カ
ゴ
い

っ
ぱ
い
に
秋
の
味
覚
を
詰
め

込
ん
で
い
た
。

ま
た
、
同
町
で
は
鮎
見
橋

そ

じ
ょ
う

付
近
で
サ
ケ
の
遡
上
を
見
学

し
た
。
初
め
て
目
に
す
る
学

生
が
多
く
、
水
し
ぶ
き
を
上

げ
な
が
ら
懸
命
に
上
流
を
目

指
す
サ
ケ
の
姿
に
、
感
動
の

声
を
上
げ
て
い
た
。

続
い
て
訪
れ
た
「
小
樽
水

族
館
」
で
は
、
イ
ル
カ
や
ペ

ン
ギ
ン
、
ア
ザ
ラ
シ
に
よ
る

シ
ョ
ー
を
観
覧
し
た
ほ
か
、

３
班
に
分
か
れ
、
バ
ッ
ク
ヤ

ー
ド
（
水
族
館
の
裏
側
）
を

見
学
。
飼
育
員
の
方
か
ら
動

物
や
設
備
の
説
明
を
聞
い
た

り
、
実
際
に
サ
メ
に
触
れ
た

り
す
る
な
ど
、
貴
重
な
体
験

と
な
っ
た
。

最
後
に
、
紅
葉
に
染
ま
っ

た
小
樽
市
の
天
狗
山
へ
。
き

れ
い
に
色
づ
い
た
天
狗
山
を

バ
ッ
ク
に
全
員
で
記
念
撮

影
。
楽
し
い
一
日
を
終
え
、

帰
路
に
着
い
た
。

１２
月
１７
日
（
土
）
に
は
、

最
後
の
学
生
部
主
催
ツ
ア
ー

「
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

ツ
ア
ー
」
を
開
催
予
定
。
詳

細
は
学
内
掲
示
板
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
を
。

田
中
久
美
子
さ
ん
（
み
ど

り
の
総
合
科
学
科
２
・
青
森

県
六
戸
高
）
が
北
海
道
立
総

合
研
究
機
構
の
林
業
試
験
場

（
美
唄
市
光
珠
内
町
）
で
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
学
生
実

務
研
修
）
研
究
生
と
し
て
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
同

機
構
の
職
員
で
あ
る
脇
田
陽

一
氏
、
佐
藤
孝
弘
氏
、
棚
橋

生
子
氏
と
と
も
に
、
植
物
の

香
り
が
も
た
ら
す
癒
や
し
の

効
果
を
調
査
す
る
共
同
研
究

を
行
っ
て
お
り
、
「
課
題
研

究
」
で
の
発
表
を
目
指
す
。

専
門
科
目
「
ア
ロ
マ
テ
ラ

ピ
ー
」
の
講
義
を
受
講
し
、

同
テ
ー
マ
に
興
味
を
持
っ
た

田
中
さ
ん
は
、「
課
題
研
究
」

と
し
て
調
査
を
開
始
。
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
で
指
導
を
受
け
て
い

る
小
林
昭
裕
教
授
の
紹
介

で
、
６
月
末
か
ら
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
。

研
究
は
、
ヤ
チ
ヤ
ナ
ギ
の

葉
か
ら
蒸
留
し
て
成
分
を
抽

出
し
、
ど
の
成
分
が
リ
ラ
ッ

ク
ス
効
果
に
大
き
く
関
係
し

て
い
る
の
か
を
調
査
す
る
も

の
。
抽
出
さ
れ
た
ミ
ネ
オ
ー

ル
、
Ｄ
リ
モ
ネ
ン
、
α‐

ピ
ネ
ン
、
フ
ェ
ラ
ン
ド
レ

ン
、
ミ
ル
セ
ン
等
の
成
分
を

用
い
、
血
圧
の
降
下
や
脈
拍

だ

え
き

数
の
減
少
、
唾
液
成
分
の
変

化
等
を
比
較
し
、
分
析
を
進

め
て
い
る
。

ま
た
北
海
道
の
花
で
あ
る

ハ
マ
ナ
ス
に
つ
い
て
も
、
花

か
ら
成
分
を
抽
出
し
、
香
り

の
効
果
を
計
測
す
る
た
め
の

官
能
調
査
手
法
を
検
討
中

で
、
年
内
に
調
査
を
実
施
す

る
予
定
。
双
方
の
結
果
を
ま

と
め
、
そ
の
成
果
を
報
告
す

る
。

田
中
さ
ん
は
「
専

門
家
の
方
と
一
緒
に

考
え
、
手
探
り
で
研

究
を
進
め
て
い
く
こ

と
は
と
て
も
面
白
い

で
す
。
講
義
と
は
違

っ
た
知
識
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」

と
手
応
え
を
語
っ

た
。

在
学
生
の
ご
父
母
を
対
象

に
、
本
学
の
近
況
や
学
生
の

様
子
な
ど
を
伝
え
る
秋
期
父

母
懇
談
会
が
１０
月
２２
日
に
開

催
さ
れ
た
。
今
年
度
２
回
目

と
な
る
同
会
に
、
２１
組
２８
人

の
父
母
ら
が
来
校
。
終
始
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
全
体

説
明
会
や
個
別
面
談
な
ど
が

実
施
さ
れ
た
。

全
体
説
明
会
で
は
寺
本
千

名
夫
学
長
が
今
年
度
の
編
入

学
と
就
職
の
現
状
に
つ
い
て

概
要
を
報
告
。
足
達
健
夫
、

森
山
軍
治
郎
両
学
科
長
に
よ

る
学
科
説
明
が
行
わ
れ
た

後
、
個
別
面
談
に
移
っ
た
。

研
究
室
や
応
接

室
で
行
わ
れ
た
個

別
面
談
で
は
、
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
の
担
当

教
員
が
修
学
状
況

な
ど
を
丁
寧
に
説

明
し
た
ほ
か
、
熱
心
に
進
路

相
談
に
応
じ
た
。

美
唄
市
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
が
主
催
し
た
市
民
向

け
公
開
講
座
「
び
ば
い
市
民

カ
レ
ッ
ジ
」
（
８
月
１９
日
～

１０
月
２６
日
、
全
１０
回
）
で
本

学
の
２
教
員
が
講
師
を
務

め
、
市
民
の
学
ぶ
意
欲
を
サ

ポ
ー
ト
し
た
。

９
月
２
日
に
行
わ
れ
た
溝

延
学
み
ど
り
の
総
合
科
学
科

教
授
の
講
義
（
本
紙
４
９
２

・
９
月
号
既
報
）
に
続
き
、

１０
月
１４
日
の
第
８
回
講
座
で

は
、
商
経
社
会
総
合
学
科
の

髙
橋
義
博
教
授
が
講
義
を
行

っ
た
。
同
市
の
「
ピ
パ
オ
イ

の
里
プ
ラ
ザ
」
で
開
講
さ
れ

た
こ
の
講
座
に
２８
人
の
市
民

が
出
席
。
髙
橋
教
授
は
「
な

ぜ
人
の
世
は
住
み
に
く
い
の

か
？
」
を
テ
ー
マ
に
、
１
時

間
３０
分
に
わ
た
っ
て
講
義
を

展
開
し
た
。

秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
１０

月
５
日
、
第
１
農
場
で
稲

刈
り
が
行
わ
れ
た
。
今
年

度
は
「
な
な
つ
ぼ
し
」
を

減
農
薬
栽
培
。
作
況
指
数

は
例
年
並
み
で
、
約
７
０

０
㌔
が
収
穫
さ
れ
る
見
込

み
。

１１
月
５
日
、
造
園
林
学

科
、
園
芸
緑
地
科
、
み
ど
り

の
総
合
科
学
科
の
卒
業
生
３８

人
が
来
学
し
た
。
造
園
林
学

科
の
１
期
生
を
は
じ
め
、
全

国
各
地
か
ら
参
集
し
た
各
年

代
の
卒
業
生
た
ち
は
、
バ
ス

で
懐
か
し
の
キ
ャ
ン
パ
ス

へ
。
４４
年
間
の
役
目
を
終
え

る
学
び
舎
を
再
訪
し
、
卒
業

生
ら
は
教
員

と
当
時
の
思

い
出
に
花
を

咲
か
せ
た
。

実
験
棟
や
研

究
室
な
ど
に

足
を
運
び
、

学
生
時
代
を

懐

か

し

ん

だ
。同

日
夜
に

は
、
札
幌
市

の
「
さ
っ
ぽ

ろ
テ
レ
ビ
塔

多
目
的
ホ
ー

ル
」
に
場
所
を
変
え
、
７２
人

が
参
加
し
て
「
み
ど
り
の
同

窓
会
」
が
催
さ
れ
た
。
同
会

に
は
小
林
昭
裕
教
授
、
元
教

員
の
俵
浩
三
、
石
川
幸
男
、

本
多
和
茂
の
３
氏
も
駆
け
つ

け
、
卒
業
生
を
歓
迎
し
旧
交

を
温
め
た
。

道
路
状
況
が
大
き
く
変
わ

る
冬
本
番
を
控
え
、
交
通
安

全
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
お

う
と
、
１１
月
１
日
か
ら
１１
日

ま
で
「
交
通
安
全
週
間
」
が

実
施
さ
れ
た
。

１
号
館
ホ
ー
ル
に
交
通
事

故
の
模
様
な
ど
を
写
し
た
パ

ネ
ル
が
展
示
さ
れ
、
学
生
た

ち
は
交
通
安
全
に
対
す
る
心

構
え
を
新
た
に
し
て
い
た
。

９
月
２７
日
か

ら
１０
月
９
日
ま

で
、
美
唄
市
立

図
書
館
で
、
専

修
大
学
北
海
道

短
期
大
学
特
別

展
「
専
修
大
学

北
海
道
短
期
大

学
の
あ
ゆ
み
～

目
で
見
る
あ
の

日
あ
の
時
」
が

開
催
さ
れ
た
。

会
場
に
は
、

開
学
か
ら
の
４４
年
間
を
振
り

返
る
写
真
集
の
ほ
か
、
実
際

に
使
用
さ
れ
た
実
習
器
具
、

過
去
に
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン

ト
の
様
子
を
伝
え
る
当
時
の

新
聞
記
事
な
ど
も
展
示
さ
れ

た
。

▲

個
別
面
談
で

は
各
教
員
が

熱
心
に
相
談

に
応
じ
た
（
中

央
は
小
川
賢

一
教
授
）

就職・進学で個別面談

２１組２８人が出席

秋期父母懇談会

秋
期
学
生
部
ツ
ア
ー
開
催

▲ 懐かしの講堂に集合

余余
市市
・・
小小
樽樽
をを
散散
策策

学生２５人が果物狩り、

水族館見学など満喫

▲ 山本観光果樹園でもぎたての

リンゴを試食

▲ 小樽水族館ではアザラシの

餌付けに挑戦

髙
橋
義
博
教
授
が
講
師
に

サケの遡上に感動

びばい市民カレッジ

造
園
林
学
科
卒
業
生
ら

３８
人
が
来
学

旧
交
温
め
る

１２
月
１７
日

▲ 多くの市民が聴講した

髙橋教授の講義

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ボ
ー

ツ
ア
ー
実
施

冬
本
番
を
控
え

交
通
安
全
週
間

市立図書館で特別展

み

ど

り

の

総
合
科
学
科

田
中
久
美
子
さ
ん（

）が

短大の歩みをたどる

林
業
試
験
場
と
共
同
で
評
価
実
験

「
課
題
研
究
」で
の
発
表
目
指
す

秋
晴
れ
の
下

稲
刈
り

▲

調
査
結
果
に
つ
い

て
意
見
を
交
わ
す

田
中
さ
ん
（
左
）

▲

一
日
を
締
め
く
く
り
、

天
狗
山
で
記
念
撮
影
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